
平成２６年度 学校経営計画書及び自己評価計画書

石川県立羽咋工業高等学校

学校長 下 根 浩 明
１ 教育目標
（１）確かな学力を身に付け、個性や創造性に富む人間を育成する。
（２）モラルを重んじ、各自が責任感をもって人を思いやる心豊かな人間を育成する。
（３）健康や体力の増進に努め、逞しく活力ある人間を育成する。
（４）ふるさとに誇りを持ち、広い視野に立って社会に貢献できる人間を育成する。

２ 中・長期的目標
（１）学校の現状

① 本県基幹産業を担う人材育成を目的とする能登地区唯一の工業科単独高校として、もの作りを中心とした専門教育を行い、就職希望
者のほとんどは、専門を生かした仕事に就いている。昨今の経済状況の変化に伴い就職戦線は激化しており、今まで以上に社会が必
要としている人材の育成が必要となっている。

② 資格取得を奨励し、多くの資格に挑戦させ、ジュニアマイスター顕彰の受賞者も増加している。一方、部活動も大変盛んであり、資
格取得のための放課後や休業中の補習との両立をめざし、工夫・努力している。

③ 部活動を推進し、部加入率約１００％、運動部加入率約７７％と高い加入率を維持している。また、一日一善運動にも熱心に取り組
んでおり、健全な心身の育成に向けて、成果を上げている。

④ 地域連携を推進し、生徒の社会貢献に対する意識が上がってきている。
（２）生徒に関する中・長期的目標

① 基礎・基本の徹底と確かな学力の定着を図り、生徒の個性・能力を最大限に引き出す。
② 時代を展望し、望ましい勤労観、職業観を育成する。
③ 健康や体力の増進に努め、人間性を育み、心身ともに健康で逞しい人づくりをする。
④ 産業社会の変化に対応できる社会人としての総合的な能力を高め、問題解決能力・創造力・コミュニケーション能力に富む人づくり

をする。

（３）教職員、学校組織などの望ましいあり方
①教職員の意識改革を図り、一人ひとりが学校経営に参画する意識を持ち、全職員が協力して、学校運営に組織的に取り組む。
②自己評価や外部評価を活用し、公開授業や校内外の研修を通して、指導力の向上や授業改善に努める。
③産業構造の変化や技術革新に対応できるよう産業界の動向を常に把握するとともに、本校に適した指導内容･教育課程･教育システム

を模索し、地域に必要とされる「ものづくり教育」をめざす。
④工業技術の提供やボランティア活動を通して、地域への貢献を図り、信頼される開かれた学校作りを推し進める。

３ 今年度の重点目標
（１）授業改善に一層取り組み、学力向上を図るとともに、資格取得を奨励し、生徒全員の進路実現をめざす。
（２）生徒会活動や部活動を活性化させ、規範意識を高め、心身ともに健全で逞しい人づくりをめざす。
（３）工業学習成果の提供や奉仕活動等を通して地域社会との連携を深め、環境問題や社会貢献に対する意識を高める。



石川県立羽咋工業高等学校

重 点 目 標 具 体 的 取 組 主 担 当 現 状 評 価 の 観 点 達 成 度 判 断 基 準 判 定 基 準 備 考

１ 授業改善に一層取 ① 研究協議会やシラバスの 教務課 互観授業や教科の研究協議会を 【努力指標】 各教科と学科で授業改善についての取組を Ａ・Ｂ合わせて７５％以下 教職員対象に

り組み、学力向上を 内容を改善するとともに、 各教科 実施し、その結果を踏まえた授業 研究授業や互観授業で得ら Ａ 各学期に３回以上取り組んだ の場合は取組を再検討 ７月・１２月にアンケー

図るとともに資格取 新学習指導要領に沿った評 改善に取り組んでいるが、全員の れた授業改善の方策を学校全 Ｂ 各学期に２回取り組んだ ト調査

得を奨励し、生徒全 価規準により、学校全体で 複数回の取組にまで至っておらず 体で実践し、指導力の向上を Ｃ 各学期に１回取り組んだ

員の進路実現をめざ 授業改善に取り組む。 さらなる指導力向上が望まれる。 図り授業の質を高めている。 Ｄ 全く取り組むことができなかった

す。

② 学力向上を図るために授 教務課 定期考査期間以外での家庭学習 【満足度指標】 課題・レポート・資格取得などや家庭での学習活動につ Ａ・Ｂ合わせて８０％以下 生徒対象に

業の課題やレポート内容を 各教科 が少ない状況が続いており、学校 授業時間外の学習と家庭学 いて の場合は取組を再検討 ７月・１２月にアンケー

工夫するとともに、授業と の補習によりよい結果が出ている 習に十分取り組むことができ Ａ 十分取り組むことができた ト調査

資格取得の補習指導を通し が、補習後に家に帰ってからの自 ている。 Ｂ おおむね取り組むことができた

て家庭での学習習慣を身に 発的・継続的な学習にまで繋がっ Ｃ あまり取り組むことができなかった

付けさせる。 ていない。 Ｄ 全く取り組むことができなかった

③ 全教員が愛読書を薦めた 図書課 昨年度の貸し出し図書数は 【成果指標】 ２学期末での貸し出し図書数が Ｃ・Ｄの場合は、取組を再 ７月・１２月に調査

り、昼食時の出前図書など １８１９冊であった。本校生徒の １人３冊以上を目標に、貸 Ａ ４５０冊以上 検討

の読書運動を全校的に行 図書館利用や読書に親しむ姿勢は し出し図書数が増えている。 Ｂ ３２５冊～４４９冊

い、生徒に読書の習慣を身 一昨年度より向上している。 Ｃ ２５０冊～３２４冊

につけさせる。 Ｄ ２５０冊未満

④ 資格・検定取得の説明機 工業科 資格・検定取得に対する生徒の 【成果指標】 １月末での資格・検定試験延べ合格者数が学校全体で Ｃ・Ｄの場合は、問題点を １月末の資格・検定試験

会を増やして受験を奨励す 進路指導課 意識は高まっているが、年ごとに 資格・検定試験合格者数が Ａ ８００人以上 分析し具体策を検討 合格者数を検証

るとともに、土曜授業や課 教務課 受検者数の増減が見られ、学科の 増加している。 Ｂ ７００人～８００人未満

外補習を充実させ合格者数 学年 枠を超えて種々の資格・検定に挑 Ｃ ５５０人～７００人未満

を増加させる。 戦する取組が必要になっている。 Ｄ ５５０人未満

⑤ ジュニアマイスターのゴ 工業科 昨年度のシルバー・ゴールドの 【成果指標】 ジュニアマイスターおよび校内認定者数が学校全体で Ｃ・Ｄの場合は、取組を再 ７月、１月の申請者数を

ールドおよびゴールド特別 関連教科 認定者は７８人、ゴールド特別表 社会が専門高校生に求める Ａ ６０人以上 検討 検証

表彰、シルバー、校内顕彰 彰者は８名となったが、本年度の 専門的な資格や知識の指標と Ｂ ５０人～５９人

ブロンズの取得を目指し、 生徒のジュニアマイスターの申請 なるジュニアマイスター顕彰 Ｃ ４０人～４９人

学校全体で多くの資格・検 状況は例年度並であり、難易度の 認定者数が増加している。 Ｄ ３９人以下

定への挑戦意識を高めて認 高い資格・検定への受験奨励と補

定者数を増加させる。 習の充実が求められている。

⑥ インターンシップや地元 進路指導課 地域企業への理解を深め、仕事 【満足度指標】 各種進路指導行事・ＬＨなどによる説明や進路情報によ Ｃ・Ｄの場合は、取組を再 生徒対象に

企業説明会等により適切な 工業科 の意義を理解させるとともに、進 適切な情報提供により進路 り、意識が高まった生徒の割合が 検討 ７月、１２月にアンケー

進路選択を促進させるとと 学年 路情報を的確に知らせ、意識を高 意識の高揚に繋がった。 Ａ ９０％以上 ト調査

もに、進路説明会やＬＨな める必要がある。 Ｂ ８０％以上９０％未満

どで進路に向けた情報提供 Ｃ ７０％以上８０％未満

を行なう。 Ｄ ７０％未満

⑦ 進路希望の達成のために 進路指導課 近年は、求人件数が上向き傾向 【満足度指標】 学力テストや面接指導等により、実力がついたと感じる Ｃ・Ｄの場合は、取組を再 ３年生を対象に

指導の充実を図る。 工業科 にあるが、企業側が人物を選んで 適切な学力・面接等の指導 生徒の割合が 検討 １２月にアンケート調査

基礎学力の定着を図り、 学年 採用する傾向にある。今年度、就 により実力がついてきている。 Ａ ９０％以上

試験対策を十分に行う。 職希望者は昨年度同様で約7.5 Ｂ ８０％以上９０％未満

外部講師による講演や面 割を占める。進学希望者の中には Ｃ ７０％以上８０％未満

接指導、全教員による個別 国公立大を目指す生徒もいる。 Ｄ ７０％未満

面談・指導を充実させる。

【成果指標】 就職の内定率が Ｃ・Ｄの場合は、取組を再 ３年生を対象に

就職内定率を高める。 Ａ １００％以上 検討 １２月末に調査

Ｂ ９５％以上１００％未満

Ｃ ９０％以上９５％未満

Ｄ ９０％未満



重 点 目 標 具 体 的 取 組 主 担 当 現 状 評 価 の 観 点 達 成 度 判 断 基 準 判 定 基 準 備 考

２ 生徒会活動や部活 ① 本校の運動部は、県高校 生徒会課 昨年度ベスト８以上の成績をお 【成果指標】 高体連基準総合得点が Ｃ・Ｄの場合は、取組を再 県総体、県新人大会の成

動を活性化させ、規 総体・新人大会で団体・個 運動部顧問 さめた部活動は、県総体・新人で 高体連の得点基準にしたが Ａ ６５点以上 検討 績結果を検証

範意識を高め、心身 人とも上位を目指し、高体 延べ１５であった。高体連総合成 い、総合得点６０点以上獲得 Ｂ ５５点以上６５点未満

ともに健全で逞しい 連表彰敢闘賞を獲得する。 績が伸び、敢闘賞を受賞した。 する。 Ｃ ４５点以上５５点未満

人づくりをめざす。 Ｄ ４５点未満

② 文化部で部活動への重複 生徒会課 近年校内外への発表・公開の機 【満足度指標】 文化部の活動に満足しているか Ａ・Ｂ合わせて８０％以下 各文化部対象に

加入を奨励し、各部の取組 文化部顧問 会を増やすことにより、年々活発 生徒は文化部活動をより活 Ａ たいへん満足している の場合は再検討 ７月・１２月に調査

や活動に生徒が積極的に取 になってきたが、同じ指標では比 発にしようと行動しており、 Ｂ おおむね満足している

り組む。 較しにくい。 その取組について満足してい Ｃ あまり満足していない

る。 Ｄ まったく満足していない

③ 生徒会を中心にして行事 生徒会課 生徒会行事で生徒がより積極的 【満足度指標】 生徒会行事に満足しているか Ａ・Ｂ合わせて８０％以下 生徒対象に

への参画意識を高め、自主 部顧問 に参加するよう工夫をしており、 生徒の意見を取り入れ、満 Ａ たいへん満足している の場合は再検討 ７月・１２月にアンケー

的に参加する行事にする。 学年 昨年度は９０％の生徒が「満足し 足のいく行事になっている。 Ｂ おおむね満足している ト調査

た。」と回答している。 Ｃ あまり満足していない

Ｄ まったく満足していない

④ 倫理観・道徳意識（モラ 生徒指導課 学校の全ての教育活動で規範意 【満足度指標】 学校の教育活動や朝読書・読み聞かせにより、ルールや Ａ・Ｂ合わせて８０％以下 生徒対象に

ル）に関する全校一斉朝読 学年 識を高める活動・指導がなされて 規範意識が向上し、ルール マナーを守り、モラルが身についていると感じているか の場合は再検討 ７月・１２月にアンケー

書・読み聞かせを行い、規 いるが、未だルールを守れなかっ やマナーを守れるようになり、 Ａ 十分に身についている。 ト調査

範意識の向上を目指す。 たり、公共心に乏しかったり、自 モラルが身についている。 Ｂ おおむね身についている。

己中心的な生徒もいる。 Ｃ あまり身についていない。

Ｄ まったく身についていない。

⑤ 保健だよりや集会、ＳＨ 保健指導課 運動部加入率が高いが、体調不 【満足度指標】 自分自身の心と体の健康管理について、日頃から意識し Ａ・Ｂ合わせて７４％以下 生徒対象に

等を利用して、生徒の心身 教育相談課 良等による保健室の利用者が毎日 自分自身の心と体の健康管 て生活しているか の場合は取組を検討 ７月・１２月にアンケー

の健康管理についての意識 学年 数名いる。 理を日頃から意識して生活で Ａ 常に意識している ト調査

の高揚をはかる。 きている。 Ｂ ある程度意識している

Ｃ あまり意識していない

Ｄ まったく意識していない

３ 工業学習成果の提 ① 社会に貢献する大切さや 生徒会課 海岸清掃や地域イベント等に参 【満足度指標】 １日１善運動について Ａ・Ｂ合わせて７０％以下 生徒対象に

供や奉仕活動等を通 必要性を認識するために、 学年 加していることに加え、毎日の１ 社会貢献活動の大切さを理 Ａ 毎日必ず実践している の場合は再検討 ７月・１２月にアンケー

して地域社会との連 校外でも１日１善運動を推 日１善運動について、全校生徒の 解し、クラス、部活動、生徒 Ｂ できるだけ実践している ト調査

携を深め、環境問題 奨する。 ７７％が実践している。 個々で校外でも１日１善を実 Ｃ あまり実践していない

や社会貢献に対する 践している。 Ｄ 全く実践していない
意識を高める。

② Ｗｅｂページの定期的更 情報管理課 Ｗｅｂページの更新回数は増加 【努力指標】 ホームページを更新した回数が Ｃ・Ｄの場合は、取組を再 各担当に

新間隔を短くし、学校全体 総務課 し、学校の活動状況や部活動の情 学校の様々な活動状況をタ Ａ ６０回以上 検討 ７月・１２月に調査

の情報公開のスピードを上 工業科 報発信も増加しているが、まだ情 イムリーでスピィディに公開 Ｂ ５０回以上６０回未満

げる。また、教育活動や部 報発信手段として活用しようとす して、本校の魅力を十分に発 Ｃ ４０回以上５０回未満

活動のタイムリーな情報を る意識が高くなっているとはいえ 信している。 Ｄ ４０回未満

発信し、更新状況等を分か ず、更なる活用が求められている。

りやすくする。

① 環境保全のこれまでの取 総務課 環境保全活動は年々着実に行わ 【成果指標】 １８点以上の教室が Ｃ・Ｄの場合は、取組を再 ＩＳＯ委員により

組を継続し、ゴミ分別等が 保健指導課 れているが、その取組に個人差が 各学期１週間程度各教室の Ａ ９０％以上 検討 ６月、９月、１２月に各

正しく行われているかを評 学年 出てきている。 ゴミの分別を中心に１日２０ Ｂ ８０％以上９０％未満 教室を１週間調査し１日

価し、美化意識の向上を目 点満点で評価し、１８点以上 Ｃ ７０％以上８０％未満 ２０点満点で評価

指す。 を獲得する。 Ｄ ７０％未満

【満足度指標】 環境保全（ゴミの分別・節水・節電等）に取り組んでい Ｃ・Ｄの場合は、取組を再 生徒対象に７月・１２月

学校全体で環境保全（ゴミ る割合が 検討 にアンケート調査

の分別・節水・節電等）に取 Ａ ９０％以上

り組んでいる。 Ｂ ８０％以上９０％未満

Ｃ ７０％以上８０％未満
Ｄ ７０％未満


